
　
「
今
年
か
ら
、日
本
で
は
四
月
一
日
が
『
エ
イ

プ
リ
ル
・
オ
ネ
ス
ツ
（
正
直
な
人
の
）
・
デ
ー
』

に
変
わ
っ
た
げ
な
」

　
「
ソ
ー
ジ
キ
？
　
そ
ら
ま
た
な
し
か
い
ね
」

　
「
雪
印
事
件
で
わ
か
ろ
う
が
。日
本
人
は
こ
の

頃
一
年
中
嘘
ば
っ
か
り
つ
い
て
く
さ
、
バ
レ
た

ら
『
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
』
と
か
、
社
長
さ
ん

が
頭
ば
下
げ
ご
ざ
ろ
う
が
。
す
ま
ん
で
す
む
な

ら
警
察
は
い
ら
ん
。
だ
け
ん
、
せ
め
て
四
月
一

日
ぐ
ら
い
、
日
本
中
が
嘘
つ
か
ん
デ
ー
に
し
ょ

う
や
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
で
ー
」

　
「
う
っ
そ
う
」

　
ま
っ
た
く
、
何
が
嘘
か
本

当
か
。
信
じ
ら
れ
る
の
は
、

正
直
爺
さ
ん
が
借
り
た
ポ
チ
ぐ
ら
い
の
も
ん
で

す
な
あ
。『
う
わ
さ
』
も
文
字
ど
お
り
う
わ
さ
で

す
け
ん
、信
じ
ら
れ
ん
で
す
ば
い
。
第
一
、
寺
田

編
集
長
は
ポ
チ
と
い
う
に
は
大
き
過
ぎ
ま
す
。

身
長
一
八
〇
㌢
近
い
ポ
チ
な
ん
て
ね
え
。
ま
、

ポ
チ
ポ
チ
い
き
ま
ひ
ょ
う
。

　
だ
が
、
乱
れ
放
題
の
日
本
を
立
て
直
せ
る
の

は
、
決
し
て
政
治
で
は
な
い
。
政
治
の
世
界
で

は
「
言
っ
た
」「
言
わ
ん
」の
争
い
ば
っ
か
り
で
、

な
ん
し
ょ
う
と
か
い
っ
ち
ょ
ん
わ
か
ら
ん
。
あ

げ
ん
こ
と
ぐ
ら
い
、小
学
一
年
生
で
も
で
き
る
。

　
そ
う
。
だ
か
ら
正
義
の
旗
振
り
は
、
西
部
劇

の
時
代
か
ら
今
日
ま
で
、
常
に
新
聞
（
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
）
の
役
目
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
リ
ッ
プ
マ
ン
（
一
八
八
九
～

一
九
七
四
）
が
《
ヘ
ラ
ル
ド
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
》

紙
に
書
き
続
け
た
コ
ラ
ム「
今
日
と
明
日
」
は
、

三
〇
年
代
末
に
は
一
八
四
紙
に
掲
載
さ
れ
、
そ

の
影
響
力
は
絶
大
だ
っ
た
。
彼
の
代
表
作
『
世

論
』
は
、
今
日
で
も
現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
研
究
の
古
典
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
ト
リ
目
・
ウ
オ
の
目
」
も
そ
の
う
ち
ピ
ュ
ー

リ
ッ
ツ
ァ
ー
賞
を
授
与
さ
れ
、
エ
ッ
セ
ー
の
古

典
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
ょ
う
が
な
い
な
。

　
ア
メ
リ
カ
に
は
、
も
う
一
人
偉
大
な
記
者
が

い
た
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
バ
ー
レ
ッ
ト
・
レ
ス
ト

ン
（
一
九
〇
九
～
）
。
多
く
の
ス
ク
ー
プ
を
も

の
し
、
二
度
も
ピ
ュ
ー
リ
ッ
ツ
ァ

ー
賞
を
受
賞
。　
　
　

　
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
リ
ベ
ラ

ル
な
論
評
で
、
《
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
》

の
象
徴
的
な
存
在
と
な
り
、
国
際
的
に
も
厚
い

信
頼
を
得
た
。
リ
ッ
プ
マ
ン
の
後
継
者
と
も
い

わ
れ
た
が
、
若
干
違
っ
て
徹
底
し
た
現
場
主
義

者
だ
っ
た
。

　
こ
の
現
場
主
義
は
、
記
者
に
と
っ
て
と
て
も

重
要
で
あ
る
。
西
日
本
新
聞
社
の
論
説
委
員
長

を
昨
年
定
年
で
退
き
、
現
在
関
連
会
社
の
役
員

を
し
て
い
る
大
野
誠
氏
は
古
く
か
ら
の
知
己
。

　
彼
が
西
日
本
新
聞
社
に
入
社
し
て
三
年
目
、

佐
世
保
港
に
「
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
」
と
い
う

ア
メ
リ
カ
の
原
子
力
航
空
母
艦
が
ボ
カ
ン
と
入

港
し
た
。
日
本
全
国
か
ら
押
し
寄
せ
た
労
働
団

体
・
学
生
に
対
応
す
る
の
に
精
一
杯
で
、
若
手

記
者
は
翻
弄
さ
れ
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
原
子
力
潜
水
艦
が
入
港
し

た
時
、
日
本
政
府
の
発
表
に
反
し
潜
水
艦
か
ら

放
射
能
が
洩
れ
て
い
る
の
を
、
粘
り
強
い
取
材

活
動
で
大
ス
ク
ー
プ
し
、
押
し
も
押
さ
れ
も
せ

ぬ
優
れ
た
記
者
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

　
彼
が
高
校
生
の
頃
、
英
語
を
一
緒
に
勉
強
し

た
。
筆
者
が
日
航
本
社
の
文
書
課
長
を
し
て
い
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た
頃
、
彼
は
政
治
経
済
担
当
の
在
京
記
者
と
し

て
、
丸
の
内
の
本
社
に
よ
く
現
れ
た
。

　
大
野
氏
は
大
分
総
局
に
勤
務
し
た
が
、
後
に

日
曜
朝
刊
に
書
い
た
随
想
を
『
豊
の
心
　
お
お

い
た
満
山
を
ゆ
く
』
と
い
う
本
に
ま
と
め
た
。　

　
普
通
の
総
局
長
は
、
二
年
半
の
任
期
中
に
め

ぼ
し
い
場
所
を
回
り
、
そ
し
て
去
っ
て
い
く
。

　
だ
が
、
平
松
守
彦
大
分
県
知
事
は
、
こ
の
本

の
序
の
中
で
彼
を
こ
う
評
し
て
い
る
。

　
　
大
野
さ
ん
は
ひ
と
味
違
っ
て
い
た
よ
う
に

　
　
思
う
。
…
…
彼
は
大
分
の
料
理
、
温
泉
、

　
　

自
然
に
接
し
て
い
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん

　
　
大
分
へ
の
思
い
込
み
が
強
烈
と
な
り
、
過

　
　
疎
や
山
村
地
域
で
、
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る

　
　

人
と
直
接
交
流
し
、
外
側
か
ら
で
な
く
、　

　
　
内
側
か
ら
大
分
の
歴
史
、
文
化
を
研
究
し
、

　
　
そ
の
中
で
育
ま
れ
る
人
間
を
洞
察
す
る
よ

　
　

う
に
な
る
。

　
さ
す
が
の
慧
眼
に
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。
た

だ
、
内
側
か
ら
が
い
い
の
か
、
外
側
か
ら
が
い

い
の
か
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
で
あ
る
。

　
記
者
は
権
力
に
お
も
ね
っ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
こ
が
外
務
省
の
役
人
と
違
う
点
で
あ
る
。

　
昔
、
西
日
本
新
聞
社
の
前
身
だ
っ
た
福
岡
日

日
新
聞
社
に
、
菊
竹
六
鼓
（
明
治
　
～
昭
和
　
）

13

12

と
い
う
記
者
が
い
た
。

　
福
岡
の
生
ま
れ
で
、
今
の
早
稲
田
大
学
を
出

て

西

日

本

聞

社

に

入

り
、
編
集
長
、

主
幹
、
編
集
局
長
な
ど
歴
任
し
、
副
社
長
に
ま

で
な
っ
た
。

　
記
者
も
上
り
つ
め
る
と
、
色
々
な
腐
れ
縁
が

で
き
、
俗
物
に
な
る
人
も
少
な
く
な
い
。

　
し
か
し
、菊
竹
は
違
っ
た
。
昭
和
七
年
の
五
・

一
五
事
件
の
時
、「
首
相
兇
手
に
斃
る
」「
敢
て
国

民
の
覚
悟
を
促
す
」
な
ど
の
社
説
を
か
か
げ
、

果
敢
に
軍
部
批
判
を
展
開
し
、
久
留
米
第
　
師
12

団
の
圧
力
に
も
屈
し
な
か
っ
た
。

　
今
の
永
田
町
界
隈
の
政
治
記
者
た
ち
に
、
爪

の
垢
で
も
煎
じ
て
飲
ま
せ
た
い
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
政
治
部
出
身
で
、
左
遷
さ
れ
た
経
験

も
持
つ
川
崎
泰
資
氏
は
、『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
政
治
―
蝕

ま
れ
た
公
共
放
送
』
（
朝
日
文
庫
）
の
中
で
、

政
治
批
判
番
組
の
放
送
中
止
や
、
政
権
主
導
の

会
長
人
事
な
ど
に
触
れ
偐
皆
さ
ま
の
做
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
精
神
を
捨
て
去
っ
た

政
府
の
「
広
報
機
関
」
に
す
ぎ
な
い
の
か
と
い

い
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
権
力
と
の
癒
着
を
痛

烈
に
批
判
し
て
い
る
。

　
川
崎
氏
と
、
朝
日
新
聞
の
論
説
委
員
を
勤
め

た
柴
田
鉄
治
氏
共
著
の
『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の

原
点
』（
岩
波
書
店
）
も
、
現
代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
に
対
し
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

　
西
日
本
新
聞
社
の
「
マ
ス
ケ
ン
さ
ん
」
こ
と

益
田
憲
吉
氏
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
記
者
だ
っ
た
。

　
「
筆
を
と
れ
ば
天
下
無
敵
　

刻
々
の
流
れ
を

ズ
バ
リ
ズ
バ
リ
と
切
っ
て
切
っ
て
切
り
ま
く
る
。

痛
快
無
比
外
　
率
直
明
快
外
　
ス
ト
レ
ス
な
ん

か
吹
き
飛
ば
せ
外
」

　
「
ト
リ
目
・
ウ
オ
の
目
」
へ
の
お
褒
め
か
と

思
っ
た
ら
違
っ
た
。
『
マ
ス
ケ
ン
の
く
る
ま
座
』

（
西
日
本
新
聞
社
）の
裏
表
紙
の
言
葉
で
あ
る
。

　
喫
茶
の
「
風
月
」
が
因
幡
商
店
街
の
方
に
あ

っ
た
頃
、
２
階
の
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
の
常
連
席
に
、

い
つ
も
マ
ス
ケ
ン
さ
ん
が
座
っ
て
い
た
。
こ
こ

は
、
将
来
大
物
に
な
っ
た
文
化
人
や
財
界
人
が

い
つ
も
た
む
ろ
し
て
い
た
サ
ロ
ン
で
、
会
え
ば

「
や
あ
」で
始
ま
る
情
報
交
換
の
場
だ
っ
た
。
貧

乏
学
生
は
メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
「
ミ
ル
ヒ
ー
」
と

い
う
安
コ
ー
ヒ
ー
を
注
文
し
た
。

　
マ
ス
ケ
ン
さ
ん
の
コ
ラ
ム
は
確
か
に
威
勢
が

よ
か
っ
た
が
、『
教
育
の
選
択
―
国
家
な
き
個
人

は
あ
る
か
』『
日
本
人
の
選
択
―
二
十
一
世
紀
へ

生
き
残
る
戦
略
』
（
両
著
書
と
も
山
手
書
房
）

で
見
る
よ
う
に
恐
い
こ
と
も
書
い
て
あ
る
。

　
例
え
ば
後
者
の
序
に
次
の
一
文
が
見
え
る
。

　
　

中
国
四
千
年
の
歴
史
に
不
滅
の
一
頁
を
刻

　
　
ん
だ
毛
沢
東
で
す
ら
、
操
り
人
形
で
あ
っ

　
　
た
と
い
う
の
が
私
の
見
解
で
あ
る
。
テ
キ

　
　

サ
ス
の
空
軍
基
地
で
飛
行
訓
練
を
受
け
て

　
　
い
る
パ
ー
レ
ビ
の
子
息
の
レ
ザ
（
か
っ
て

　
　
の
皇
太
子
）
も
二
十
歳
の
成
人
を
迎
え
た

　
　

が
、
仕
掛
け
人
た
ち
は
、
い
つ
か
は
使
う

　
　
駒
の
一
つ
と
し
て
、
温
存
し
て
い
る
の
で

　
　
あ
る
。
そ
し
て
偐
仕
掛
人
做
の
脚
本
に
書

　
　

か
れ
て
い
る
偐
最
後
做
の
一
幕
は
、
な
ん

　
　
で
あ
ろ
う
か
。

　
マ
ス
ケ
ン
さ
ん
の
息
子
さ
ん
の
奥
さ
ん
が
、

日
航
福
岡
空
港
支
店
で
同
僚
だ
っ
た
。
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